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画像解析処理によるプランクトンの分類定量システムの開発（第２報） 

 

小林廣茂 小倉久子 瀧 和夫*（*千葉工業大学） 

 
１ はじめに 
 本研究では，手賀沼および印旛沼において

2006 年度に採取した植物プランクトンの中でも，

年間を通して優占種であった珪藻類 Aulacoseira
に注目し，自動分類を行い，画像解析における測

定項目に関しての検討を試みた。なお本研究は，

第１報の研究を引き継いでいる。 
 
２ 実験方法 

顕微鏡で捉えた植物プランクトン(46,579 デー

タ)の画像を画像測定ソフトにより自動測定を行

った。測定された画像の中で Aulacoseira のみ

(1,736 データ)を目視により抽出し，画像解析に

よる測定項目 9 項目を表１に示すように 3 グルー

プに分けた。これは，参考文献 1)で統計的に選ば

れたものである。 
 

表１ 測定項目のグループ化 

 
 
3グループの中で形状を示す測定項目を表２に

示すように，実測値に範囲を設けて区分化した。 
 

表２ 実測値に対しての形状での区分化 

  
 

Aulacoseira の形状に関する区分化された個体

分布は図 1 のようになった。区分化個体数の最も

多 か っ た 形 状 442(266 デ ー タ ) に 注 目 し ，

Aulacoseira を認識するため，形状以外の 2 グル

ープの測定項目を外し，その認識精度の変化の状

況を検討した。 
 
 

 

図１ Aulacoseira の形状に関する区分化 

 
３ 実験結果 

測定項目から形状以外の 2 グループの測定項

目をそれぞれ外し，認識精度を調べた結果が表３

である。形状のみ（α）では認識精度が 79％と

低く，大きさの項目を増やした場合（α＋β）で

は 87%，凹凸度の項目を増やした場合（α＋γ）

では 86%であった。また，9 項目全て（α＋β＋

γ）を用いると認識精度 96％であった。 
 

表３ 各測定項目での認識精度結果 

 
４ 考察 
 Aulacoseira の基準設定において，区分化する

ことにより認識精度の高い基準設定が可能と考

えられる。また，認識精度を高めるには形状に関

する測定項目だけでなく大きさ，凹凸度ともに用

いた方がより Aulacoseiraの特徴を示していたと

考えられる。 
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形状

個
体

数

区分    半径比 楕円長短軸比    真円度
1 1～1.4 1～1.4 1～2.4
2 1.5～2.9 1.5～2.9 2.5～9
3 3～5 3～5 10～24
4 6～11 6～11 25～99
5 12～19 12～ 100～
6 20～

項目 認識総数 正 誤 認識精度

α 335 266 69 79%
α＋β 306 266 40 87%
α＋γ 308 266 42 86%

α＋β＋γ 278 266 12 96%
α：形状　β：大きさ　γ：凹凸度

グループ 測定項目

α：形状 「半径比」　「楕円長短比」　「真円度」

β：大きさ 「面積」　「楕円の長軸」　「フェレ径最小」

γ：凹凸度 「四角形面積比」　「周囲長比」　「フラクタル次元」


